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みやぎ地域づくり団体協議会仙台支部 情報誌           R３.３月発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

映画祭では、普段生活する中では知ることの

できないような世界や、差別などの社会問題を

テーマとした映画を上映し、映画を通じてその

問題を「知る」ことを目的としています。 

なぜ「知る」ということを目的にしたのか、

代表の小野田豊様に伺ったところ、 

「人は知らないことに対して差別してしまうこ

とがあるため、様々な人、生き方があることを

知り、差別を乗り越えていかないといけない。」

という考えがあるそうです。 

団体の理念にも深く関係するお話をお聞かせい

ただきました。 

差別などの社会問題を、一般の人にも親しみ

やすい映画を通して知ってもらうことで、地域

内での差別が解消されていく社会づくりに貢献

している団体です。 

団体ＨＰ 

https://nisipirica-eiga.com/ 

吉岡宿にしぴりかの映画祭実行委員会 （大和町） 

２０１６年の障害者差別解消法の施行をきっか

けに設立されました。 

「人には違いがある」ということを「知る」こと

が地域における差別解消の基本にあるという理念

のもとに、映画祭やワークショップの開催などの

活動をしています。 

所属しているのは教員や主婦、映画の関係者や障

害福祉団体の方など様々です。 

過年度の実行委員会の様子。社会問題に関連

した映画を選び、映画祭開催に向けた調整を

行います。 

 

 

令和２年度は、新型コロナウイルスの影響で、思うように活動できなかったというお声を

多く耳にしております。 

今回は、そのような状況でも活動している会員をご紹介します。 

仙台支部では、会員の皆様の活動状況やニーズ把握のため、事務所を訪問して 

お話をお伺いしたり、活動見学をさせていただいたりしております。 

今回はご訪問させていただいた２団体をご紹介します。 

 

イベント・文化・芸術・福祉・教育・人材育成 

https://nisipirica-eiga.com/
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NPO 法人仙台傾聴の会   （名取市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

団体ＨＰ 

http://sendai-keicho.sakura.ne.jp/wp/ 

話したくても話す機会がない人々が増えて

いる社会の中で、地域の方々の悩みや不安に

耳を傾け、安心した生活が送れる地域社会づ

くりをすることを目的に、２００８年に発足

しました。 

当初は自殺予防に対する傾聴ボランティアが

主な活動内容でしたが、東日本大震災の発生

を機に、心のケアを目的とした、被災者支援

活動にも取り組んでいます。 

現在は、傾聴活動を通じた、被災者・高齢者

の方などの心のケアをしています。 

具体的には、定期的に傾聴カフェ・サロンを

開催し、悩みの相談や、普段話せないことを

話せる機会をつくっています。他にも、ラン

チ会や音楽カフェ、箱庭カフェを開催して、

世間話をする場や、地域の方々を孤立させな

いつながりづくりにも貢献しています。 

 

 

 

 

 

令和２年度のランチ会の様子。新型コロナウイ 
ルスの対策で、距離を十分にとり、お弁当はお 
持ち帰りという形式に変更して開催しました。 

 

また、当団体は、傾聴人材の育成にも力を入

れており、傾聴ボランティア養成講座を県内

各地で開催しています。 

傾聴入門講座や出前で行う基本講座、電話相

談の講座などを通じて、様々な傾聴スキルを

身につけることができます。 

各講座を受講した地域の方々が、周りで悩み

を抱えている方に寄り添い、その地域全体が

安心できる社会になることを目標に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

令和２年度の傾聴ボランティア養成講座では、 

フェイスシールドをつけて開催しました。 

心の復興に向けた被災された方々への支援

活動は今年で１０年を迎えます。 

代表の森山英子様の話では、「１０年が経っ

て、やっと震災当時から抱えていた話を打ち

明けられるようになった方もいる。だからこ

そ、１０年で一区切りにせず、継続して心の

ケアを行っていきたい」とのことでした。 

福祉・教育・人材育成・ネットワーク 

http://sendai-keicho.sakura.ne.jp/wp/
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  Ｒ２．１２．２６  

吉岡宿にしぴりかの映画祭実行委員会主催 

「吉岡宿にしぴりかの映画祭２０２０」  が開催されました！ 

（地域づくり団体活動支援事業 活用事業） 

 

地域の差別解消に向け、「人には違いがあ

る」ということを「知る」ことを目的に開催

されている映画祭は、今年で５回目を迎えま

した。 

例年は秋に２日間、大

和町吉岡宿で開催して

いましたが、今年度は

新型コロナウイルスの

感染拡大の影響で、期

間を短縮し、時期を変

更し、場所も吉岡宿か

らせんだいメディアテ

ークに移して開催しま

した。 

開催できるか何度も繰 

り返し検討する中で、

このコロナ下だからこそやりたいという強

い思いから、例年とは形を変えて、なんとか

２作品上映することができました。 

１作品目は「友達やめた。」。生まれつき

耳が聞こえない今村彩子監督自身とアスペ

ルガー症候群のまあちゃん、異なるバックグ

ラウンドを抱える２人の関わり方、特に障害

者のコミュニケーションの壁についてスポ

ットを当てたドキュメンタリー映画です。 

２作品目は「アリ地獄天国」。ブラック企

業で働く男性が、一人でも加入できる労働組

合との出会いをきっかけに、不当な労働環境

を変えるために立ち上がり、３年にわたって

奮闘する姿を追ったドキュメンタリー映画

です。 

題材が全く異なる２作品の上映となりまし

たが、障害者同士のコミュニケーション、深

刻な労働問題といった、普段では触れる機会

が少ない人の生き方の多様性について、参加

した方々が「知る」ことができる機会を提供

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

１作品目のトークの様子。左から今村監督、 
映画祭実行委員、“まあちゃん”こと林さん。 
手話を交えてのトークとなりました。 

 

作品の上映後には、監督・出演者とのトー

クも行われ、コロナ下である今だからこそ考

えたい、熱い思いを語り合える場となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

２作品目のトークでは、土屋トカチ監督が 
会社と労働者との間にある問題について、 

参加者の方々と語り合いました。 
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仙台市荒井東復興住宅にお住まいの方々を対象に、革ブローチづくり 

体験を実施しました。仙台傾聴の会では、東日本大震災発生後から、継 

続して復興住宅での傾聴カフェを実施しており、その一環として開催しました。 

例年のカフェ活動では、ランチ会や音楽カフェ、箱庭カフェも実施していましたが、コロナ

禍での開催は難しく、ランチ会は形を変えて開催できたものの、音楽カフェは中止となって

しまいました。そのような状況の中、初めての試みとして開催したのがこの体験会です。 

復興住宅は、住む前後でコミュニティが大きく

変わることがあるため、新たなコミュニティ形成

のためにも、人と交流できる機会の存在は特に大

切であるとのことです。さらに、コロナ禍で閉鎖

的な環境にいることが多く、交流する機会が例年

よりも減っていることから、開催できたことには

とても強い意味があったとのことでした。 

参加した皆さんも、ブローチづくりで知り合っ

た方同士での新しいつながりを得ることができた

ようで、楽しく有意義な体験会となりました。 

革ブローチを左胸につけて写真撮影。 
この体験会で新たなつながりができた 
ようです。 

 

震災後１０年の流れを記した 

「あなたの心によりそう～震災から１０年の聴き書き～」を 

発行しました。 

仙台傾聴の会が心の復興に向けた活動を開始して１０年が経ち

ます。当団体が被災者の方々に寄り添う中で聴いてきたお話を、

「聴き書き」という形で掲載しています。 

心の交流、築いた信頼関係など、傾聴ボランティアとして人々の心

に向き合ってきた団体の活動を記しています。 

また、令和３年９月１日から１週間、電力ビル内アクアホールで傾

聴ボランティア活動の体験会を開催予定です。こちらの冊子も展

示予定ですので、是非お越しいただき、手に取ってご覧ください。 

詳細は NPO 法人仙台傾聴の会様までお問い合わせください。 

ご連絡先 TEL ０７０－２０２５－８２００    

FAX ０２２－３４３－９７０５     

NPO 法人仙台傾聴の会 

荒井東復興住宅で革ブローチづくり体験を実施しました！ 
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昨年度に引き続き、令和３年度の助成事業の募集が始まりました。 

●地域づくり団体活動支援事業 

 研修会などを開催した際、お招きした講師やアドバイザーの方への謝金や 

旅費の費用を、あわせて１５万円まで助成します。 

●地域づくり団体クラウドファンディング活用支援事業 

活動資金を調達するためにクラウドファンディングを活用した時、広報費や 

返礼品の作成費などの費用を、あわせて１５万円まで助成します。 

申請をご希望の場合は、事業実施の２ヶ月前までに仙台支部事務局へ 

お問い合わせください。 

なお、どちらの助成事業も、予算額に達し次第受付終了となります。 

お早めにご検討いただけますと幸いです。 

 

※この助成事業は、全国協議会登録団体及び（一財）地域活性化センター 

賛助会員（年会費３，０００円）となっていることが必要です。 

 

詳細については，以下のホームページをご覧いただくか、仙台支部事務局に     

お問い合わせください。 

 

地域づくり団体全国協議会事務局「地域づくり団体活動支援事業助成金等」 

https://www.jcrd.jp/hiroba/cat4945/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会員登録情報の変更について 

    仙台支部にご登録されている会員の皆様に連絡が取れないことがあります。 

    住所、電話番号、メールアドレス等の内容に変更があった時は、所定の様式で 

変更の手続が必要となりますのでご注意ください。 

仙台支部では、ネットワークせんだいへの掲載記事を募集しております。 

お知らせしたいイベント情報がありましたら、是非事務局までお寄せください！ 

発行〔みやぎ地域づくり団体協議会仙台支部事務局〕 

（宮城県仙台地方振興事務所地方振興部 担当：吉田） 

〒９８１－８５０５ 仙台市青葉区堤通雨宮町４番１７号 

ＴＥＬ：０２２－２７５－９１１４ ／ ＦＡＸ：０２２－２７５－０２９６ 

E-mail：sdsinbk@pref.miyagi.lg.jp 

支部ホームページ 

http://www.pref.miyagi.jp/site/kouiki-sendai/tiikidukurisendai29-7.html 

 

１ 地域づくり団体全国協議会の助成事業の募集が始まりました！ 

https://www.jcrd.jp/hiroba/cat4945/
mailto:sdsinbk@pref.miyagi.lg.jp
http://www.pref.miyagi.jp/site/kouiki-sendai/tiikidukurisendai29-7.html

